
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
                 

 

久留米市が７月２４日に発表した、九州北部を襲った７月１０日の記録的な大雨による住

宅の被害件数（推計値）によると、浸水や土砂災害の被害を受けた住宅は、３，７００世帯

（うち床上浸水１，２００世帯、床下浸水２，５００世帯）に上り、特に同市田主丸町など

市東部で大きな被害が出ました。 

久留米市では相次ぐ水害の被害で、２０１８年以降、規模、金額ともに最大級になる見通

しです。 

これを受けて、久留米市の原口市長は、これまで延べ千人超の災害ボランティアが活動し

たことに感謝を示されるとともに、今の数十倍程度のボランティアが必要であることを訴え、

改めてボランティアの参加を呼びかけました。 
                       

久留米市災害ボランティアセンターでは、大雨から２週間以上たった２７日の時点でも、

泥のかき出しのほか、家具や畳の運び出しといった住民からのボランティア派遣の要請が延

べ３５０件にのぼっています。 

被災者のニーズに対し、ボランティア数が充足していないため、ボランティアの募集範囲

を九州及び山口県在住の方に拡大していましたが、７月２５日から、募集範囲を限定せず、

全国から募集することになりました。 

つきましては、別添のチラシを掲示いただくなど、広く災害ボランティア活動への参加を

勧奨いただければ幸いです。 
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災災害害救救援援情情報報  
福岡県社会福祉協議会 福岡県共同募金会 発行 

代 表 TEL (092)584-3377 FAX (092)584-3369 
災害福祉支援センター TEL (092)584-3630 FAX (092)584-3790 

第１０号 

 

久留米市災害ボランティアセンターが 

ボランティアの募集範囲を全国に拡大 
 

 

久留米市が、大雨住宅被害 

３，７００世帯と発表 
 



 本格的な台風シーズンを前に、避難されている被災者の方々の安心と笑顔を一刻も早く取

り戻すため、皆様の御協力をお願いいたします。 

 

【問い合わせ先】福岡県災害救援本部（勝野・堀）TEL 092-584-3377 

 

 

 

 

 

久留米市災害ボランティアセンターが、ボランティアの募集範囲を全国に拡大したことに

伴い、災害ボランティア車輌の高速道路無料措置の対象地域も併せて更新されました。 

制度のご利用については、NEXCO西日本のホームページをご確認ください。 

https://corp.w-nexco.co.jp/newly/r1/0830/ 

   

 

 

 

 

 

  福岡県社協では、九州ブロック社会福祉協議会災害時相互応援協定に基づき、九州各県・

指定都市社協からの職員派遣について、九州社会福祉協議会連合会に応援要請を行いました。 

  九州ブロックからの応援職員には、久留米市災害ボランティアセンターの支援をお願い

しています。 

クール 日  程 人員 派 遣 社 協 

第１クール 7月 28日～7月 31日 12人 佐賀県 2人 長崎県 4人 熊本市 2人 鹿児島県 4人 

  久留米市では、これまで、土砂崩れ等で、ボランティアが入れなかった地区にも少しず

つ入れるようになったため、九州ブロックの応援職員と地元社協職員が一緒に被災地全域

でのニーズ調査を行う予定です。 

 

 

 

 

 

 

●平日９時から１７時３０分までの連絡先 

  ０９２－５８４－３３７７（代表番号） 

  ０９２－５８４－３６３０（災害福祉支援センター） 

 

九州ブロック社会福祉協議会災害時相互応援協定 

に基づく応援職員派遣について 

 

久留米市災害ボランティアセンター 

高速道路無料措置の対象地域拡大 
 

https://corp.w-nexco.co.jp/newly/r1/0830/

